
●�回想・隠岐の島2006　町の一年を振り返る�

おきのしま�

お餅こっちに投げて～!  第２回いきいき祭り�

◆人口   16,986(-8)人　男   8,053(-2)人　女   8,933(-6)人　世帯数   7,385(+10)戸 

（平成18年12月1日現在、カッコ内は前月比）�



3
町の1年を振り返る�

2
町の1年を振り返る�

回
想
・
隠
岐
の
島
町
2
0
0
6

昨
年
飛
来
し
て
以
来
、
五
箇
地
区
の
重
栖

港
付
近
に
住
み
着
い
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
で

す
が
、
今
年
10
月
で
最
初
に
確
認
さ
れ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
1
周
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
名
前
を
募
集
し
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
名
前
は
「
隠
岐
の
島
　
幸
（
さ
ち
）」

通
称
”さ
っ
ち
ゃ
ん
“と
決
定
し
ま
し
た
。

　
特
別
住
民
票
が
交
付
さ
れ
、「
し
あ
わ
せ
を

は
こ
ぶ
と
り
1
号
」
と
し
て
町
民
の
一
員
に

加
わ
っ
た
”さ
っ
ち
ゃ
ん
“
。
こ
れ
か
ら
も
隠

岐
の
島
に
一
日
で
も
長
く
い
つ
づ
け
て
、
幸

せ
を
運
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
レ
イ
ン
ボ
ー
の
欠
航
や
公
共
事
業
の
削
減

に
よ
る
車
両
運
搬
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の

減
少
、
近
年
の
原
油
高
に
よ
る
燃
料
費
の
高

騰
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
、
隠
岐
汽
船
の

経
営
は
深
刻
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
3
日
に
は
、
県
が
フ
ェ
リ
ー
「
お
き
」

を
19
億
円
で
買
い
取
る
支
援
策
を
発
表
、
続

い
て
8
日
、
隠
岐
汽
船
は
人
件
費
の
削
減
や

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
一
隻
減
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
経
営
再
生
計
画
を
発
表
し
、
２
０
０
８

年
度
末
で
経
営
黒
字
化
・
債
務
超
過
の
解
消

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

他
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

4
月
27
日

セ
ン
タ
ー
試
験
を
来
年
度
か
ら

隠
岐
で
実
施
す
る
こ
と
が
決
定

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
、
来
年
度

か
ら
隠
岐
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
受
験
生
に
朗
報
で
す
。

7
月
中
旬

大
雨
で
被
害
多
発

蛸
木
道
路
が
土
砂
崩
れ
で
通
行
不
能
に

な
る
な
ど
、
町
内
各
所
で
交
通
網
を
中
心

に
被
害
が
出
ま
し
た
。

9
月
7
日

遊
覧
船
乗
船
５,
０
０
０
人
達
成

ロ
ー
ソ
ク
島
遊
覧
船
の
「
し
ゃ
く
な
げ
」

乗
船
者
が
５,
０
０
０
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

慶
事
の
あ
っ
た
年
に
開
催
さ
れ
る
隠
岐
古

典
相
撲
で
す
が
、
今
年
は
新
隠
岐
空
港
の
開

港
を
記
念
し
て
、
5
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
12
回
大
会
と
な
る
今
回
は
、
空
港

に
隣
接
す
る
「
空
港
ふ
れ
あ
い
公
園
」
に
作

ら
れ
た
特
設
土
俵
を
舞
台
に
、
夜
通
し
18
時

間
に
渡
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
空
港
開
港
記
念
と
し
て
、

7
月
か
ら
2
ヶ
月
間
に
わ
た
り
「
隠
岐
相
撲

祭
」
と
し
て
、「
隠
岐
相
撲
サ
ミ
ッ
ト
」
や

「
こ
ど
も
相
撲
隠
岐
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航
で
き
る
２,
０

０
０
ｍ
の
滑
走
路
を
備
え
た
新
隠
岐
空
港
が

7
月
6
日
開
港
し
、
記
念
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
就
航
は
7
月
6
日
〜
8
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
採
算
性
の
問
題
か

ら
来
年
も
就
航
す
る
か
ど
う
か
は
今
年
の
搭

乗
率
次
第
と
い
う
条
件
で
し
た
が
、
最
終
的

に
は
目
安
の
70
％
を
大
き
く
超
え
る
搭
乗
率

87
・
8
％
と
い
う
結
果
で
、
来
年
以
降
の
就

航
に
望
み
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
皆
様
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
来
年

は
火
災
の
な
い
1
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
3
月
16
日
、
島
根
県
議
会
で
「
竹
島
の

日
」
条
例
が
成
立
し
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず

韓
国
も
巻
き
込
ん
で
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し

た
。2

月
22
日
、
条
例
制
定
後
初
め
て
竹
島
の
日

を
迎
え
た
今
年
は
、
県
内
で
講
演
や
研
究
会
な

ど
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
隠
岐
の
島

町
で
も
、
4
月
に
は
組
織
再
編
で
総
務
課
内
に

「
竹
島
対
策
係
」
を
設
置
（
行
政
係
兼
任
）
し

窓
口
を
明
確
に
し
た
他
、
竹
島
と
関
係
の
深
い

久
見
地
区
に
竹
島
問
題
を
啓
発
す
る
大
看
板
を

設
置
、
7
月
に
は
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

竹
島
問
題
の
第
一
人
者
、
拓
殖
大
学
教
授
の
下

條
正
男
氏
を
迎
え
て
竹
島
問
題
講
演
会
を
開

催
、
ま
た
隠
岐
の
島
町
役
場
ロ
ビ
ー
に
「
竹
島

の
石
」
を
展
示
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
国
へ
の
陳
情
な
ど
も
続
け
て
お

り
、
町
で
は
今
後
も
問
題
解
決
に
向
け
て
行
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

昨
年
来
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
産
婦
人

科
医
不
足
問
題
は
、
今
年
の
4
月
に
入
っ
て

つ
い
に
医
師
が
不
在
と
な
り
、
危
機
的
状
況

を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
後
任
に
内
定
し

て
い
た
医
師
も
家
庭
の
事
情
で
勤
務
で
き
な

く
な
る
な
ど
二
転
三
転
が
あ
り
ま
し
た
が
、

8
月
末
か
ら
10
月
末
ま
で
期
間
限
定
で
船
津

医
師
が
着
任
さ
れ
、
医
師
不
在
の
状
態
は
ひ

と
ま
ず
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
16

日
か
ら
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
医
師
2
人
体

制
が
復
活（
1
人
は
1
週
間
交
代
で
派
遣
）
し
、

一
応
の
解
決
を
見
ま
し
た
。
た
だ
、
県
内
の

医
師
不
足
は
依
然
深
刻
で
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
態
が
当
面
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
医
師
確
保
に
向
け

て
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
鬼
太
郎
フ
ェ
リ
ー
」
は
、「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
」
の
作
者
水
木
し
げ
る
さ
ん
の
祖
先
が

隠
岐
の
島
町
出
身
と
い
う
縁
で
、
隠
岐
青
年

会
議
所
が
呼
び
か
け
、
隠
岐
汽
船
な
ど
関
係

団
体
が
協
力
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

今
年
1
月
19
日
、
境
港
で
就
航
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
翌
20
日
、
西
郷
港
か
ら
島
前
経

由
境
港
行
き
の
便
で
初
出
航
を
迎
え
ま
し

た
。町

民
の
皆
さ
ん
は
乗
る
機
会
の
少
な
い

「
し
ら
し
ま
」
で
す
が
、
ま
だ
乗
っ
た
こ
と

の
な
い
方
は
鬼
太
郎
と
の
船
旅
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
昨
年
、
昨
年
と
10
件
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
火
災
発
生
件
数
で
す
が
、
今
年
は
そ
れ
を

大
き
く
上
回
る
16
件
と
な
り
（
う
ち
山
林
火

災
8
件
、
12
月
13
日
現
在
）、
火
災
の
多
い
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
発
生
の
時
期
は
1
月
〜
3
月
が
多
く

8
件
で
、
わ
ず
か
3
ヶ
月
で
昨
年
の
件
数
に

せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
気
を
つ
け
る
べ
き

空
気
が
乾
燥
し
た
時
期
に
多
く
の
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
冬
は
さ
ら
に
火
の

平
成
18
年
も
あ
と
一
週
間
ほ
ど
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
隠
岐
空
港
開

港
や
産
婦
人
科
医
問
題
、
隠
岐
汽
船
問
題
な

ど
町
の
あ
り
か
た
や
町
民
生
活
に
関
わ
る
大

き
な
出
来
事
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
こ
で
、
一
年
間
の
主
要
な
出
来
事
を
振

り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

1月～月～�
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催�
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１
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・
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住
民
票
を
交
付�

11月�

隠
岐
汽
船
経
営
再
建
へ�

1月～月～�

火
災
が
多
発�

発
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は
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2月～月～�

初
め
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え
た
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竹
島
の
日
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領
有
権
・
漁
業
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確
保
の
た
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に�

4月～月～�

産
婦
人
科
医
不
足
問
題
解
決
へ�

し
か
し
依
然
予
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を
許
さ
ず�

テープで盛大に就航を祝いました2ヶ月間、満員に近い利用率を維持しました

島が沸き立った古典相撲

静かに見守ってください

島民の生命線として

役場1階に展示中の「竹島の石」

感謝状を贈呈を受ける船津医師
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わがとこ知っとこ�

新連載�

　　　まで渡った!?�
隠岐産の　　　�
ロシア�

黒曜石�

熱量�

65kcal

たんぱく質�

10.2g

脂質�

1.5g

塩分�

0.2g

カルシウム�

21mg

イカ刺身用…８０ｇ　にんじん…２５ｇ�
貝割れ菜…１０ｇ　納豆…２０ｇ　梅干…５ｇ�
かつおぶし…２ｇ　焼き海苔…１ｇ�

10分�

① イカを刺身状に切る。�
② にんじんは３ｃｍ長さのせん切り、貝割れ菜は根を取�
　 り除き、半分に切る。�
③ 納豆にたたいてつぶした梅干とかつおぶし、焼き海苔�
　 を混ぜる。�
④ ①、②を③で和える。�

　イカのおいしくなる季節！イカにはアミノ酸の１種で、血圧降下作用や総コレステロールを下げ、善玉�
（ＨＤＬ）コレステロールを増やす働きがあるといわれる「タウリン」が含まれています。�

4
ニュースフラッシュ�

11
月
26
日
（
日
）、
都
万
中
学
校
を
主
会
場

と
し
た
周
辺
一
帯
で
、「
第
2
回
隠
岐
の
島
町

い
き
い
き
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
餅
投
げ
で
賑
や
か
に
始

ま
る
と
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
来
場
客

が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
つ
め
か
け
、
活
気
に

満
ち
た
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
文
化
発
表
会
が
行
わ
れ
、
多

数
の
参
加
団
体
に
よ
る
熱
演
に
、
都
万
中
学

校
体
育
館
は
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
後
も
、
五
箇
・
布
施
…
と
、
毎
年
会
場

を
変
え
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
っ
て
判
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
隠
岐

産
の
黒
耀
石
が
良
質
で
あ
っ
た
た
め
、
古
代
の

生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
隠
岐
黒
耀
石
が
運
ば
れ
た
道
に
よ
っ
て

そ
の
当
時
の
盛
ん
な
人
・
文
化
の
交
流
の
道
も

見
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
驚
く
べ

き
こ
と
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
機
械
も
な
い
遥
か
昔
に
、

海
を
渡
っ
て
交
流
を
し
て
い
た
と
い
う
そ
の
航

海
術
や
文
化
の
高
さ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
丸
木
船
で
日
本
海
を
渡
り
大
陸
と
の
交
流

を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
想
像

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
風
待
ち

海
道
倶
楽
部
刊
）
よ
り

●
隠
岐
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
学
び
た
い
と

い
う
方
は
『
隠
岐
の
島
わ
が
と
こ
知
っ
と
こ

講
座
』（
町
内
公
民
館
各
分
館
・
風
待
ち
海

道
倶
楽
部
主
催
）
が
お
す
す
め
。
只
今
、
各

分
館
単
位
で
の
申
し
込
み
を
受
付
中
で
す
。

詳
し
く
は
、
西
郷
・
布
施
・
五
箇
・
都
万
の

各
公
民
館
ま
で
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隠
岐
の
自
然
・
歴

史
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

気
軽
に
読
む
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
あ
な

た
も
隠
岐
通
!?

隠
岐
を
代
表
す
る
岩
石
の
一
つ
で
あ
り
、
石

器
時
代
に
矢
じ
り
と
し
て
利
用
さ
れ
た
黒
耀
石

の
産
地
は
、
国
内
で
50
箇
所
ほ
ど
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
う
ち
石
器
の
材
料
と
し
て
採

掘
・
利
用
さ
れ
た
の
は
北
海
道
の
白
滝
、
長
野

県
の
和
田
峠
、
伊
豆
諸
島
の
神
津
島
、
大
分
県

の
姫
島
、
佐
賀
県
の
腰
岳
、
そ
し
て
隠
岐
の
6

箇
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

隠
岐
産
の
黒
耀
石
が
、
日
本
海
沿
い
の
国
内

は
も
と
よ
り
約
2
万
年
前
に
は
朝
鮮
半
島
や
ロ

シ
ア
沿
海
州
地
方
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ナ
ホ

ト
カ
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
遺
跡
調
査
に

多くの来場客で賑わいました（いきいき祭り） 11/26

み
な
ぎ
る
活
気
の
原
動
力�

　
隠
岐
の
島
町
い
き
い
き
祭�

■
議
員
と
し
て
地
域
発
展
に
寄
与

石
田

夫
（
い
し
だ
し
げ
お
）
さ
ん

元
都
万
村
議
会
議
員
の
石
田
茂
夫
さ
ん
が
、

高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
旭
日
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
石
田
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に

都
万
村
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
来
、
昭
和

54
年
ま
で
16
年
に
わ
た
り
村
政
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

■
隠
岐
の
安
全
を
守
る
た
め
尽
力

沙
魚
川
幸
弘
（
は
ぜ
か
わ
ゆ
き
ひ
ろ
）
さ
ん

元
隠
岐
島
町
村
組
合
消
防
司
令
長
の
沙
魚

川
幸
弘
さ
ん
が
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に

お
い
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

沙
魚
川
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
か
ら
平
成
14
年

ま
で
の
30
年
間
に
わ
た
り
、
隠
岐
島
民
の
安

全
を
守
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

隠
岐
の
島
町
か
ら�

２
名
の
方
が
叙
勲
受
賞�

12
月
3
日
（
日
）、
隠
岐
島
文
化
会
館
で

「
み
ん
な
で
つ
く
る
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
、

隠
岐
養
護
学
校
、
仁
万
の
里
、
み
ん
な
の
作

業
所
、
授
産
施
設
あ
じ
さ
い
、
中
条
小
学
校

の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
練
習
し
た
踊
り
や

演
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
年
で
23
回
を
迎
え
る
こ
の
発
表
会
は
、

毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
や
演
出
、
そ
し

て
何
よ
り
出
演
者
の
心
の
こ
も
っ
た
演
技
が

感
動
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
、

会
場
を
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
す
約
５
０
０
人
が
集

ま
り
、
3
時
間
に
わ
た
る
舞
台
を
堪
能
し
ま

し
た
。

練習に練習を重ねた見事な演技に大きな拍手が！ 12/3

心
の
こ
も
っ
た
演
技
に
感
動
！�

　
み
ん
な
で
つ
く
る
発
表
会�

文化発表会では多彩な演目に観客は大喜び

石田　夫さん
（旭日単光章）

沙魚川幸弘さん
（瑞宝単光章）
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●
今
年
で
40
回
目
の
開
催

毎
年
恒
例
の
『
五
箇
地
区
冬
期
体
力
づ
く
り

教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

年
初
め
の
体
力
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
1
年
間
の
健
康
を
願
い
強
靭
な
精
神
と
体

力
増
進
へ
の
意
欲
と
態
度
を
養
う
た
め
開
催
し

て
い
ま
す
。

毎
年
大
寒
の
時
季
に
あ
わ
せ
開
催
し
、
約
１

５
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
在
住
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
が
、
幼
児
と
小
学
１
年
生
は
、

保
護
者
同
伴
を
原
則
と
し
ま
す
。

今
回
は
1
月
28
日

か
ら
2
月
3
日
の
1

週
間
、
午
前
6
時
30

分
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ

他
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を

行
い
ま
す
。

初
日
に
は
参
加
者

全
員
で
水
若
酢
神
社

折
り
返
し
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
、
体
力
づ
く
り
の
一
週
間
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
稽
古
後
の
朝
食
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。（
写
真
は
前
回
の
様
子
で
す
）

●
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

参
加
希
望
、
ご
不
明
な
点
な
ど
詳
し
く
は
、

五
箇
公
民
館
（
電
話
５-

９
０
１
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
40
回
五
箇
地
区
冬
期
体
力
づ
く
り
教
室

日
　
時

平
成
19
年
1
月
28
日
（
日
）

〜
2
月
3
日
（
土
）

午
前
6
時
30
分
〜
8
時

（
稽
古
）
午
前
6
時
30
分
〜
7
時
30
分

（
朝
食
）
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

参
加
料

一
人
１,
５
０
０
円

（
朝
食
不
要
の
場
合
は
１,
０
０
０
円
）

会
　
場

五
箇
町
民
体
育
館
、

五
箇
中
学
校
体
育
館
、

五
箇
中
学
校
運
動
場
、
他

主
　
催

五
箇
地
区
冬
期
体
力
づ
く
り
教
　

室
実
行
委
員
会

主
　
管

五
箇
公
民
館

後
　
援

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

五
箇
小
学
校
・
五
箇
中
学
校

孫に出そうかな？

11
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
の
2
日
間
、

今
津
集
会
所
で
第
４
回
今
津
分
館
ミ
ニ
文
化

祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
今
津
保
育
所
園
児
の
手
芸
作
品

と
今
津
小
学
校
児
童
の
習
字
が
展
示
さ
れ
、
今

ま
で
以
上
に
年
代
層
が
厚
く
今
津
分
館
ら
し
い

家
庭
的
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
栄
養
士
に
よ
る
減
塩
・
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
で
は
、
今
年
収

穫
し
た
今
津
そ
ば
と
ぜ
ん
ざ
い
が
提
供
さ

れ
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

9
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
3
回

シ
リ
ー
ズ
で
絵
手
紙
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
吉
田
美
貴
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

西
郷
公
民
館
文
化
祭
へ
の
作
品
展
示
を
目
標

に
、
16
名
の
受
講
生
が
熱
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

初
め
て
受
講
さ
れ
た
方
も
多
く
、
季
節
の

画
材
を
一
つ
一
つ
見
つ
め
な
が
ら
一
生
懸
命
、

そ
れ
ぞ
れ
思
い
の
こ
も
っ
た
温
か
み
の
あ
る

作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
気
に
入
っ
た
作
品

が
出
来
る
と
、「
遠
く
の
孫
に
こ
の
絵
手
紙
を

出
し
て
み
た
い
な
」「
私
は
最
近
話
さ
な
く
な

っ
た
夫
に
出
そ
う
か
な
」
な
ど
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
筆
も
楽
し
く
進
み

ま
し
た
。

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん�

〜
健
康
な
か
ら
だ
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
〜�

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん�

〜
健
康
な
か
ら
だ
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
〜�

今
津
分
館
ミ
ニ
文
化
祭�

絵
手
紙
講
座�

今津保育所園児の作品

蔵書点検のため休館します
１月２１日（日）～１月２７日（土）まで、蔵

書点検を行いますので図書館は休館となります。
利用者の方には大変ご迷惑をおかけ致しますがご
了承ください。
なお、蔵書点検時にお手伝い頂くボランティア

の方を募集しております。

蔵書点検とは・・
本とデータを照合し、実際にその本があるかど

うかを確認していく作業です。決められた本棚に
無く、迷子になっている本を今どこにあるのか追
跡・調査し、本のある場所と目録が正しく一致し
ているかを点検します。

〇作業内容
本に貼ってあるバーコードをポケット端末機と

いう携帯用の端末機をぶらさげて一冊一冊なぞっ
ていきます。読み漏れのないよう確認しながら作
業します。
〇本の追跡調査
読み込んだデータと所蔵データを照合します。
その結果、データと合わないものがいくつかで

てきます。
あるべき場所にない資料については不明リストから
調査作業にはいります。本があるべき場所になくて、
別の場所にあったり、行方不明の場合もあります。
お求めの資料を確実に提供していくために必要な

作業です。ご理解とご協力をおねがいします。

12月2日（土）、隠岐の島町図書館の平成11年7月開
館以来の入館者が50万人を突破しました。
これを記念して、隠岐の島町図書館では教育長、

隠岐の島町教育文化振興財団理事長などが出席し、
入館者50万人記念式典が行われました。
記念すべき50万人目となったのは城北町にお住ま

いの黒崎知さんでした。休日に図書館をよく利用さ
れるということで、この日もお嬢様と奥様とご家族
で来館されました。
黒崎さんには教育長から、花束と記念品が贈られ

ました。
入館者50万人という数字は隠岐の島町の町民

17,000人が一人当たり30回利用したことになります。
これからも隠岐の島町図書館をますますご利用頂き
ますようよろしくお願い致します。

癒しの空間へようこそ
～図書館は極上のリラックススペースです～

図書館は本が嫌いな方にも充分楽しんでいただ
ける空間です。
図書館は本を読むためだけのスペースではありま

せん。図書館には本以外にも雑誌・ＣＤ・ＤＶＤが
あり全て無料で利用できます。
お休みの日に図書館で映画鑑賞などしてみてはい

かがでしょうか？
その他にも図書館は、友人や恋人とお茶を飲みな

がら語り合ったり、誰かと待ち合わせをしたりとさ
まざまなことに利用できると思います。
あなただけの図書館利用法をみつけてください。

図書館は一年中快適に過ごせます。
図書館では常にリラクゼーション効果のある音楽

が流れています。さらに、冷暖房完備で一年中快適
な温度を保っています。すてきなソファーでくつろ
ぎながら、あなたの心と体を癒してください。

図書館で絵画鑑賞もできます。
図書館には各コーナーに素敵な絵画が飾ってあり

ます。絵画をみながらホッとひといき。いかがです
か？

※図書館の今月のテーマは“癒し”です。
癒しに関する本を展示していますので、どうぞ
お借りください。

隠岐の島町立図書館�
　電  話  08512－2－2341　�
　F A X　08512－2－9198　�
　メール　s-tosho@mx.miracle.ne.jp　�
�

●開館時間　10時～18時�

●閉 館 日　(月曜日・第3日曜日・祝日)　�
　※祝日が月曜、第３日曜と重なった�
　　場合は翌日も閉館�

祝 図書館入館者50万人突破！

幸運な50万人目となった黒崎さんご一家
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隠岐の島町教育委員会�
TEL    ０８５１２-２-２２０６�
Mail   okidogo@mx.miracle.ne.jp

平
成
17
年
度
か
ら
3
カ
年
の
事
業
と
し
て
、『
豊
か
な
心
を

育
み
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
る
』

『
ふ
る
さ
と
教
育
を
と
お
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

協
力
を
図
り
、
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
を
図
る
』
こ
と
を
目

標
に
、
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
を
積
極
的
に
活
用

し
た
教
育
活
動
を
進
め
、「
ど
う
ご
人
財
バ
ン
ク
」
の
整
備
を

推
進
し
、
そ
の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。（
平
成

17
年
か
ら
の
取
組
で
3
0
0
名
以
上
の
方
に
地
域
講
師
と
し

て
学
校
教
育
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。）

そ
し
て
今
回
、
そ
の
取
組
を
広
く
町
民
の
皆
様
に
知
っ
て

頂
く
た
め
に
、
隠
岐
の
島
町
い
き
い
き
祭
の
中
で
パ
ネ
ル
展

示
や
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
、
2
0
0
名
以
上
の
方
に
観
て
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
地
域
に
関
す
る
取
組
が
意
外
と
多
く
感
心
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
は
子
ど
も
た
ち
も
一
度
は
島
外
に
出
る
と
き
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
に
は
立
派
な
故
郷
が
あ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
教
育
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。」
と
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
応
援
す
る
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、「
ふ
る
さ
と
大
好
き
」
な
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
で
は
、
放
課
後
や
休
日
に
地
域
の
大
人
の
協

力
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
自

由
に
遊
べ
る
場
所
と
し
て
、
隠
岐
の
島
町
総
合
体
育
館
、
西

郷
小
学
校
、都
万
公
民
館
、

都
万
小
学
校
で
居
場
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
延
べ
2
0
0
人
近

く
の
子
ど
も
た
ち
が
居
場

所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
11
月
現
在
）

今
回
、
そ
の
居
場
所
の

活
動
の
一
つ
と
し
て
、

「
ワ
ク
ワ
ク
科
学
実
験
」

を
西
郷
小
学
校
の
理
科
室

で
開
催
し
ま
し
た
。
出
雲

科
学
館
館
長
の
曽
我
部
國

久
氏
を
講
師
に
迎
え
、
万
華
鏡
づ
く
り
と
科
学
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ
た
、
世
界
で
一
つ
だ
け
の

万
華
鏡
の
中
で
広
が
る
神
秘
の
世
界
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
不
思
議
な
科
学
の
世
界

に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
開
設
場
所

を
増
や
し
て
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

現
在
、
居
場
所
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
安

全
管
理
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
２
ー
２
１
２
６
）

第９回�

今回の元気印は、「隠岐の島町婦人会会長」、また「隠岐・花の里づくり女性の会会長」として活躍してお
られる大西朝子さん（布施）です。隠岐の島町合併を機に発足した隠岐の島町婦人会の中心となり、環境問
題を中心に積極的に活動されています。特に ～“隠岐は絵の島　花の島”～「隠岐しげさ節」の歌詞のよう
に、この島が花々であふれ、住む人、訪れる人にやさしい気持ちが届け
られたらとの願いを込め、町内各地の植栽活動、全島の花スポットを紹
介した「花マップ」作成、隠岐固有種（トウテイラン等）の保護活動等、
各支部で人々の共感を得るため地道な活動が続きます。その成果はすぐ
には見えてこないかもしれませんが、大西さん達のこの熱い思いが、世
代を超え、地域全体に根をはる大きな動きとなるはずです。がんばれ！
花の里のみなさん！　がんばれ！大西さん！

隠岐・花の里づくり女性の会のみなさん
（前列中央が大西さん）

～～ 学校等統廃合説明会の状況学校等統廃合説明会の状況 ～～
著しい少子化の進行並びに行財政改革により、全国で学校の統廃合が進められています。
本町でも、極小規模校が多くなり、教育委員会としては、子どもたちが社会性を培い、自立
性を養うための教育環境の充実を図るためには、学校統廃合（学校再編成）は避けて通れな
い状況であると危機感を持ち、保護者並びに地区住民の皆様の合意を得るため、4月以降20
数回の説明及び意見交換会を開催しました。出席者は思ったより少なかったのですが、各地
区とも活発な意見交換ができました。
ここで、主なご意見のほんの一部ですがご紹介します（紙面に限りがありますので、全て

のご意見を掲載できないことをお詫びします）。

≪那久小学校区≫
◎ 小学校が無くなれば、若い人たちが那久に住まなくなり、地域が寂れる。
◎ 地域は学校と一緒に子どもたちに好かれる学校づくりをしており、子どもも那久小で卒業したいと言
っている。

◎ 地域の特色ある学校を残そうという考えはないか。
◎ 小規模校を廃止するのではなく、那久小に来たいという子は来させたらよい。

≪布施小・中学校区≫
◎ 小中一貫教育で成果が出ており、小規模校のモデル校として存続させ、広く周知すべき。
◎ どうしても統合なら中学校だけにしてほしい。
◎ 下の子は上を目標に、上の子は下の子をいたわる心が育っ
ている。他校に統合された場合「イジメ」が心配だ。

◎ 布施の給食は地元の食材を多く使い、食育の面からも廃止
は納得できない。なぜ布施が先なのか、管理経費は五箇、
都万の給食センターのほうが多い。同時廃止なら多少理解
できる。

≪中村小・中学校区≫
◎ 中村と布施の学校が統合しても規模はそう変わらない。何年か先にまた統合の話が出るのなら、今回
もっと広域的な統合を考えるべき。

◎ 小学校の統合は布施とで良いと思うが、中学校は体力もつき道路も良くなるので、大きいところ（西
郷地区）へ通わせたい。スポーツの選択肢も広がり、同級生も多くなるのは良い。

◎ 子どもの数から見ると統合は仕方ない。布施の人が小中学校どちらか１校は残して欲しいと言うのも
理解できる。学年に１人という現状を見ると本当に統合が必要だと思う。

◎ 地域の活性化が失われる恐れがあり、個人的にはより広範囲の統合は反対だ。但し、子ども達の社会
性のレベルアップなど教育面からは理解できる。

≪大久小学校区≫
◎ 西郷小へ吸収ということでなく、３校が一緒になって新たな学校を編成するという同じ意識で取り組
むようにしてほしい。

◎ 小規模校もいいよということで新しく建ったのに、なんとか学校を残す方法はないのか。
◎ 大久は迂回路が無いなど道路状況が非常に悪い。地域の方向性や基盤整備の時期を示しながら統廃合
の話をすべき。

◎ 子どもが少なくなり、松江から地元出身者を呼び帰したり、定住対策で大阪から来てもらったりして
いる。特に定住対策では、保育所や学校があるから来てくれと宣伝したり、住居整備等をしたりして
いるのに、この統廃合で呼んだ人たちが帰ってしまったら大久はどうなるのか。

≪飯田小学校区≫
◎ 受け入れ側の学校（西郷小学校）の保護者・児童への周知をし
てほしい。親も子どもも不安があるので、保護者がどういう気
持ちなのか知りたい。

◎ 学校再編成ということであれば、学校の位置は仕方ないとして
校名変更はできないか。

◎ 旧東郷村から教育関係機関が無くなるのは不均衡だ。小学校の
統合は仕方ないと思うが、地域の振興策について、町の関係各
課も集まって検討して欲しい。

◎ 賛成だがスクールバスを運行して欲しい。歩道が整備されてお
らず、雨や雪のとき、それに不審者など親は心配だ。
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大賑わいの「五箇どんと祭り」�

11
月
23
日
（
木
）
、
五
箇
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
五
箇

ど
ん
と
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約

２,
０
０
０
人
の
来
場
者
で
大
賑

わ
い
の
1
日
と
な
り
ま
し
た
。
曇

り
空
の
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

来
場
者
の
熱
気
で
寒
さ
も
吹
っ
飛

ぶ
よ
う
で
し
た
。

ご
か
保
育
園
の
園
児
達
に
よ
る

か
わ
い
い
鼓
笛
隊
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
、
続
い
て
山
田
地
区
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
に
わ
か
」
と
「
神
楽
」

の
一
番
立
て
が
披
露
さ
れ
、
観
客

か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
「
餅
な
げ
」
で

は
、
ド
ー
ン
と
7
斗
5
升
の
お
し

と
ぎ
餅
が
投
げ
ら
れ
、
来
場
者
か

ら
は
一
段
と
高
い
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
バ

ザ
ー
の
開
始
で
す
。
会
場
内
に
は

42
の
出
店
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
海

産
物
、
農
産
物
、
飲
食
関
係
と
品

数
も
豊
富
で
、
中
に
は
来
場
者
が

行
列
を
つ
く
っ
て
い
る
店
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
の
皆
さ
ん
ま
で
幅
広
く
出
品

さ
れ
た
盆
栽
や
絵
画
、
習
字
等
の

力
作
が
展
示
さ
れ
、
午
後
か
ら
は
、

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
地
元
民
謡
グ

ル
ー
プ
等
に
よ
る
文
化
発
表
会

に
、
会
場
か
ら
は
暖
か
い
声
援
と

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
五
箇
ど
ん
と
祭
り
」

は
、
区
長
会
を
中
心
に
五
箇
地

区
の
各
種
団
体
や
地
区
民
が
一

体
と
な
っ
て
開
催
す
る
手
作
り

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
地
区
の
皆

さ
ん
の
連
帯
感
と
パ
ワ
ー
と
を

感
じ
た
1
日
で
し
た
。

11
月
5
日
（
日
）
中
村
の
さ
ざ

え
村
を
主
会
場
に
「
武
良
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
＆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
武
良

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
中
村
地
域
と
布

施
地
域
の
体
育
指
導
委
員
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
教
育
委
員

会
に
よ
る
開
催
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
は
出
発
前
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
に
始
ま
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
、
さ
ら
に
準
備
体
操
で
は
、
健

康
相
撲
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
全

員
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
約

3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
し

た
。
ゴ
ー
ル
に
は
「
特
製
ち
ゃ
ん

こ
鍋
」
が
ま
っ
て
い
て
、
参
加
者

は
大
喜
び
で
し
た
。
ち
ゃ
ん
こ
鍋

は
、
布
施
の
ポ
ー
レ
ス
ト
（
小
新

さ
ん
）
の
ご
協
力
に
よ
る
手
づ
く

り
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
で
は
、
大
勢
の
方
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
ち

ら
で
は
、
さ
ざ
え
村
の
特
産
品
な

ど
も
賞
品
と
し
て
提
供
さ
れ
、
地

域
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

11
月
19
日
（
日
）、
布
施
地
区
に

お
い
て
『
浄
土
ヶ
浦
ま
つ
り
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て

い
た
天
候
も
ど
う
に
か
も
ち
、
に

ぎ
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

実
行
委
員
長
、
町
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
る
と
、
13
の
屋
台
が
入

っ
た
テ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
の
人
出

で
、
大
き
な
声
が
飛
び
交
い
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
海
産
物
、
野

菜
、
飲
食
物
等
々
様
々
な
出
品
が

あ
り
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
、
一
時

間
も
た
た
な
い
う
ち
に
完
売
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。
サ
ザ
エ
の
つ
か

み
取
り
で
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
参
加
し
少
し
で
も
多
く

つ
か
も
う
と
一
生
懸
命
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ウ
ス
に
よ

る
バ
ン
ド
演
奏
も
行
わ
れ
、
会
場

の
雰
囲
気
が
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
今
後
も
続
く

よ
う
地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
て
行

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
開
催
の
際
に
は
お
越
し
下
さ
い
。

平
成
18
年
11
月
17
日
（
金
）
都
万

小
学
校
で
ザ
・
都
万
小
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
主
体
性

や
創
造
性
を
育
て
る
場
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
も
元
気
い
っ

ぱ
い
の
み
こ
し
、
大
迫
力
の
群
読
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
保
護
者
や

地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
各
学
年
で

工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
や
お
店
は

大
賑
わ
い
で
し
た
。

ま
た
、
班
別
に
育
て
た
さ
つ
ま

い
も
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
一
番
長

い
も
の
は
34
セ
ン
チ
、
重
い
も
の

で
は
1.9
キ
ロ
あ
り
ま
し
た
。

賞品にも特産品

どっこいしょ～どっこいしょ～♪
ソーランソーラン♪

「さつまいもコンテスト」
おしりにヘビにひょうたん！？大盛り上がりのゲーム

まわしを巻いての健康相撲体操もしました
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　先般、隠岐の島町社会福祉協議会 理事会・評議員会 が
開催され、理事、監事、評議員の選任が行われました。�
　理事、監事に関しては、平成20年11月24日、評議員に
関しては、平成20年11月10日までの任期となります。�

　（順不同・敬称略）（※新任）�

　本会の事業を利用する皆様からのご意見や苦情をいつでも承り、適切
な解決と必要に応じた改善、職員の資質向上につなげるため「苦情解決
実施要領」を整備し、公正な立場で苦情解決に関わる第三者委員を設置
しています。�
　本会の事業を利用して、お気づきの点がございましたら、下記までお
寄せ下さい。�

記�

�

栄町�

布施�

代�

蛸木�

中村�

西村�

今津�

原田�

原田�

�

港町�

南方�

�

大久�

港町�

原田�

加茂�

西村�

布施�

布施�

向ヶ丘�

代�

津戸�

都万�

公民館�

保育連�

西町�

郡�

中町�

南中学校�

西田�

久見�

都万�

犬来�

西町�

有木�

東郷�

郡�

布施�

卯敷�

卯敷�

小路�

那久�

都万�

下西�

南方�

　　理　　　　　事�

井　上　雅　夫�

出　川　博　康�

八　幡　美恵子　※�

奥　元   美喜男�

的　射　利　定�

土　井　福　弘�

竹　林　行　政�

秋　庭　ゆみ子　※�

吉　田　義　隆�

　　監　　　　　事�

大　西　利　明�

藤　田　俊　夫�

　　評　　議　　員�

鳥　井　勝　夫�

松　田   新　五�

吉　田   運　一　※�

清　川   庄　一�

土　井   幸　子�

長　田　初　枝�

大　西　朝　子�

尾　見　博　久�

八　幡　晃　二�

山　根　友　夫�

高　梨　　清�

田　黒　敏　子　※�

吉　田　輝　美�

松　本　悦　夫　※�

松　岡　　茂　　※�

岸　田　マサミ　※�

小　田　泰　史　※�

見　浦　和　子　※�

八　幡　正　隆�

村　上　敬　子�

佐　藤　シ　ズ�

笹　井　　昭�

森　口　光　春　※�

藤　野　　晃　　※�

柳　原　忠　正　※�

湯　川　弘　子�

阿　波　三　省�

岸　根　伴　都�

柳　原　三千代　※�

金　岡　弘　子�

齋　藤　節　子　※�

本　井　マスミ　※�

吉　田　倭文世　※�

�

会　長�

副会長�

理事・監事の皆さん�

本会事業に関する苦情申出窓口�

苦情受付担当者�

五条 由加利（ごじょう ゆかり）・山西 吉美（やまにし よしみ）�

苦情解決責任者�

事務局長／村上 勝（むらかみ まさる）�

〒685-0027�
隠岐の島町原田396番地 隠岐の島町社会福祉センター�

　　電話　２－０６８５ ／ FAX　２－４５１７�

第三者委員�

大槻 寛長（おおつき かんちょう）�

〒685-0011�
隠岐の島町栄町394番地�

　　電話　２－２７５６�

室山 鶴美（むろやま つるみ）�

〒685-0027�
隠岐の島町原田1155番地�

　　電話　２－５４３１�
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見
舞
返
し
や
香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々

よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
上
に
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
本
町
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　�

�

　
　
平
成
18
年
12
月
12
日
ま
で
の
受
付
分�

��

　
■
　篤
志
御
礼
（
金
一
封
）�

　
　
隠
岐
の
島
町
更
正
保
護
女
性
会
　
様�

　
　
　
　
　
（
街
頭
募
金
の
一
部
と
し
て
）�

　
　
　
平
　
　
　
高
　
井
　
　  

登
　
　
様�

�

　
■
　見
舞
御
礼
（
金
一
封
）�

　
　
有
　
木
　
　
佐 

々 

木
　
松
　
平
　
様�

　
　
卯
　
敷
　
　
辰
　
野
　
　  

広
　
　
様�

�

　
■
　香
典
御
礼
（
金
一
封
）�

　
　
東
　
郷
　
　
吉
　
田
　
　  

学
　
　
様�

　
　
飯
　
田
　
　
斉
　
藤
　  

操
　
子
　
様�

　
　
原
　
田
　
　
脇
　
　  

　
良
　
男
　
様�

　
　
城
北
町
　
　
米
　
津
　  

順
　
子
　
様�

　
　
上
　
西
　
　
平
　
田
　  

美
　
孝
　
様�

　
　
油
　
井
　
　
森
　
田
　  

憲
　
幸
　
様�

　
　
有
　
木
　
　
斉
　
藤
　  

幸
　
子
　
様�

　
　
港
　
町
　
　
山
　
内
　  

政
　
司
　
様�

　
　
都
万
目
　
　
日
　
野
　  

俊
　
郎
　
様�

　
　
加
　
茂
　
　
清
　
川
　
　  

尤
　
　
様�

　
　
都
　
万
　
　
野
　
津 

　
信
　
雄
　 

様�

　
　
港
　
町
　
　
田
　
下
　 

和
　
典 

　
様�

　
　
大
阪
府
　
　
金
　
岡
　
　  

均
　
　
様�

　
　
城
北
町
　
　
下
　
澤
　
　  

收
　
　
様�

　
　
有
　
木
　
　
藤
　
田
　 
文
　
子
　 

様�

　
　
西
　
町
　
　
山
　
本
　 

菊
　
代
　 

様�

　
　
中
　
町
　
　
渡
　
邉
　
亀 

三 
郎
　
様�

　
　
東
　
郷
　
　
藤
　
野
　 

光
　
範
　 
様�

　
　
犬
　
来
　
　
水
　
野
　
冨 

太 

郎
　
様�

　
　
　
代
　
　
　
村
　
上
　
　  

一
　
　
様�

　
　
蛸
　
木
　
　
佐 

々 

木
　
義
　
直
　
様�

　
　
飯
　
田
　
　
吉
　
村
　
み 

づ 

え
　
様�

　
　
都
　
万
　
　
東
　
　
　 

龍
　
吉
　 

様�

　
　
栄
　
町
　
　
吉
　
岡
　 

正
　
義
　 

様�

　
　
都
　
万
　
　
高
　
梨
　 

文
　
子
　 

様�

�

　
■
　そ
の
他�

　
（ 

孫
の
手
41
本 

）�

　
　
東
　
郷
　
　
坂
　
本
　 

三
　
郎
　 

様�

　
（ 

竿
　
秤 

）�

　
　
西
　
町
　
　
中
　
村
　 

艶
　
子
　 

様�

社協お知らせ板�attaka－heart infomation
住宅補修ボランティアを実施しました� 2級ホームヘルパーが41名誕生しました�

　歳末たすけあい運動の一環として、島後建築組合
の協力のもと70歳以上の独居高齢者のお宅の「ふ
すま」と「障子」のたてつけに関する補修を実施し
ました。�
　今回は25軒の住宅を補修いたしました。�
　調査・補修にご協力いただいた関係者の皆様、誠
にありがとうございました。　（11月26日実施）�

　隠岐地区雇用促進協議会、隠岐の島町商工会との
共催で、7月22日から12月9日にかけて、訪問介護
員養成講座2級課程を開催しました。これは、隠岐
の島の福祉を支える人材育成と雇用促進を目的とし
て行われたもので、130時間の講義・演習・実習を
経て41名が修了証を手にされました。�

社
協
会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て�

　
11
月
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）�

■ 

特
　
別
　
会
　
費�

　
　
半
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク�

　
　
高
村
　
順
幸�

■ 

一
　
般
　
会
　
費�

　
　
倉
見
区
　
31
件�

　
　
西
田
区
　
追
加
12
件
�
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行事予定�

あったかスクラム�
体験活動�

今津のとんど�
8：00頃～�

牛突き初場所大会�
14：00～�
（隠岐モーモードーム）�
�

役場仕事始め� 消防出初式�松直し�
（西郷港付近）�
�

図書館蔵書点検のため�
休館�
～27日まで�
�
西郷地区子ども会�
卓球大会�

年金相談�
13：00～16：30�
（ふれあいセンター）�

年金相談�
9：30～12：00�
（ふれあいセンター）�

文化財防火デー�
�
隠岐法律相談�
（要予約）�
13：00～15：00�
（文化会館）�

五箇地区冬季体力�
づくり教室�
～2月3日まで�

児童・女性・母子相談：：隠岐福祉事務所　　℡　2－9810  平日8：30～17：00�
生　活　保　護　相　談：：隠岐福祉事務所　　℡　2－9708  平日8：30～17：00�
保 健 所 相 談 窓 口：：隠 岐 保 健 所　　℡　2－9701�
島根いのちの電話：：社会福祉法人島根いのちの電話事務局   　 ℡  0852-32-5985   　 毎日　9：00～22：00�
警察の相談窓口電話：：被害者相談　　℡  0120－556－491�
　　　　　　　　　　　　悪 質 商 法　　℡  0852－27－4649�
　　　　　　　　　　　　性　犯　罪　　℡  0120－110－267�
　　　　　　　　　　　　ストーカー　　℡  0852－24－9110�
隠岐法律相談窓口予約受付：：℡  0852－21－3450�
　※前日17：00までに予約が0件の場合は開催しませんのでご了承ください。�

各 種 相 談 窓 口 �

�

14
お知らせコーナー�

財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、
離

島
住
民
の
自
発
的
な
島
づ
く
り
活
動
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、「
離
島
人
材
育
成
基
金
」

を
創
設
し
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
助
成
事
業
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
自
身
の
ア
イ
デ
ア

と
力
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１.

応
募
対
象

離
島
に
在
住
し
て
い
る
人
、
も
し
く
は

離
島
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体

等
と
し
ま
す
。

２.

助
成
対
象
事
業

助
成
対
象
事
業
は
平
成
19
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
20
年
2
月
29
日
ま
で
に
実
施
す

る
次
の
事
業
で
、
離
島
の
人
材
育
成
の

た
め
に
自
ら
新
た
に
取
り
組
む
事
業
と

し
ま
す
。

①
離
島
の
産
業
振
興
に
係
る
事
業

②
離
島
の
生
活
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
に

係
る
事
業

③
他
地
域
と
の
交
流
推
進
に
係
る
事
業

④
そ
の
他
人
材
育
成
に
必
要
な
事
業

※
既
存
の
事
業
や
、
運
動
会
・
祭
り
・
盆
踊

り
な
ど
毎
年
の
通
常
の
行
事
、
政
治
・
宗

教
・
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
国
ま
た
は
都
道
府
県
か
ら
補
助
金
を
受
け

て
い
る
事
業
、
ま
た
は
受
け
よ
う
と
し
て

い
る
事
業
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

３.

助
成
金
額

助
成
金
支
給
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

内
で
、
1
事
業
に
つ
き
50
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

※
食
糧
費
並
び
に
備
品
購
入
費
等
は
助
成

金
支
給
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
審
査
結
果
に
よ
り
助
成
額
が
減
額
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４.

応
募
期
間

平
成
18
年
12
月
6
日
（
水
）
か
ら
平
成

19
年
2
月
5
日
（
月
）
ま
で

５.

応
募
方
法
等

役
場
企
画
財
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

電
話
　
２
‐
８
５
６
６

平
成
19
年
度
　
離
島
人
材
育
成
基
金

助
成
事
業
の
募
集
に
つ
い
て
�

特別障害者手当・障害児福祉手当について
在宅で重度の障害があり、日常生活において常時特別の介護を必要とする方に、次のような手当が支
給されます。

※ 所得制限がありますので、本人の年金の分かるもの、また扶養義務者が町外にいる場合は、扶養
義務者の収入が分かる書類を添え、指定の診断書と一緒に申請してください。（所得状況届けは毎
年必要です）

お問い合わせ先
隠岐の島町役場　健康福祉課　福祉係　　電話　２－８５６１
隠岐の島町役場　布施支所健康福祉課　　電話　７－４３１１
隠岐の島町役場　都万支所健康福祉課　　電話　６－２３１１
隠岐の島町役場　五箇支所健康福祉課　　電話　５－２２１１

手　当� 支 給 対 象 �
支 給 額 �

内　容�
支 給 制 限 �

障害児福祉
手 当 �

20歳未満で重度の障害があるた
め、日常生活で常時介護を必要
とする人に支給�

20歳以上で著しく重度の障害が
あるため、日常生活で常時特別
の介護を必要とする人に支給�

1 4 , 3 8 0円（月額）�
手当は2月・5月・8月・
11月に支給されます�

2 6 , 4 4 0円（月額）�
手当は2月・5月・8月・
11月に支給されます�

所得制限あり。�
施設入所をしているとき
は支給されません。�

所得制限あり。�
施設入所または継続して
病院・または施設に３ヶ
月以上入院、入所してい
るときは支給されません。�

特別障害者
手 当 �
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一
・
月
・
一
・
話

師
走
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
年
の
瀬
の
雰
囲
気
が
世

間
に
漂
っ
て
き
ま
す
。
年
末
ら
し
く
、
本
誌
で
も
町
の

一
年
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
今
年
の
反
省
、
来
年
の

課
題

―
誰
し
も
そ
れ
ぞ
れ
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
で
し

ょ
う
。
今
年
一
年
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
皆
様
の
思
量

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
年
の
世
相
を
反
映
す
る
漢
字
「
今
年
の
漢
字
」
が
、

「
命
」
に
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
秋
篠
宮
ご
夫
妻
に
悠
仁

さ
ま
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
一
方
で
、
い
じ
め
自
殺
問

題
、
虐
待
や
飲
酒
運
転
事
故
、
ま
た
隠
岐
の
島
町
で
も

深
刻
化
し
た
産
婦
人
科
医
不
足
問
題
な
ど
、
命
の
大
切

さ
を
問
わ
れ
る
よ
う
な
出
来
事
が
目
立
っ
た
年
だ
っ
た

こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

い
じ
め
自
殺
問
題
は
連
日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
子
供
に
命
の
大
切
さ
を
ど
う
教
え
る
か
、
と
い
う

の
は
お
そ
ら
く
10
年
以
上
前
か
ら
言
わ
れ
続
け
て
き
た

こ
と
で
す
。
話
題
に
上
が
る
度
に
ゲ
ー
ム
が
悪
い
、
テ

レ
ビ
が
悪
い
、
マ
ン
ガ
が
悪
い
と
決
め
付
け
安
心
す
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
結
果
、
何
か

大
切
な
こ
と
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

何
は
と
も
あ
れ
、
皆
様
よ
い
お
年
を
。

（
安
）

復
活
！
水
泳
大
会�

　
プ
ー
ル
の
利
用
拡
大
を
願
っ
て�

平
成
3
年
を
最
後
に
中
止
と
な
っ
て
い
た
水
泳

選
手
権
大
会
が
、
15
年
ぶ
り
に
、
町
立
屋
内
温
水

プ
ー
ル
を
会
場
に
、「
水
泳
競
技
会
」
と
し
て
復
活

し
ま
し
た
。

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会
（
会
長
＝
藤
村
一
男
さ

ん
）
主
催
で
12
月
3
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
こ
の

大
会
に
は
、
5
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
72
名
が
参

加
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

復
活
第
1
回
目
の
大
会
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
か
け
つ
け
、
用
意
さ
れ
た
客
席
も
い

っ
ぱ
い
に
。
暖
か
な
声
援
が
送
ら
れ
る
中
、
選
手

も
楽
し
み
な
が
ら
競
技
に
臨
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

プ
ー
ル
運
営
委
員
会
会
長
を
務
め
る
齋
藤
正
子

さ
ん
は
、「
熱
望
し
て
い
た
大
会
が
、
信
じ
ら
れ
な

い
位
に
盛
大
に
開
催
で
き
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
に
た
く
さ
ん
の
人
に
プ
ー
ル
を
利
用
し

て
ほ
し
い
。」
と
、
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

これからの季節、屋内温水プールで
“快適に”体力づくりをしてみませんか

夕映え�夕映え�
塩
の
浜
付
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る�

ウ
ミ
ネ
コ
の
群
れ
で
す
。�

岩
場
で
一
休
み
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。�

晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
一
場
面
。�

塩
の
浜
付
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る�

ウ
ミ
ネ
コ
の
群
れ
で
す
。�

岩
場
で
一
休
み
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。�

晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
一
場
面
。�


